




⾺場和希の企画の活字化と注釈

題名 海で安全に遊べる町にしたい
武中学校３年 ⾺場 和希

海で颯太郎やるいたち（友達の名前です）と⼀緒に遊びた
いのに、僕たち⼦どもだけでは、⾏けません。なぜかという
と危ないからです。⾏きたければ⽗⺟と⼀緒でなければ⾏け
ません。でも、⽗⺟は仕事が忙しいのでいつでもは⾏けませ
ん。僕は、待つのはきらいです。⾯倒くさいです。
だから、いつでも⼦どもたちだけで⾏ける海があったらい

いのになと考えました。
海では⽔鉄砲で遊びたいです。学校では授業なのでしては

いけない決まりがあります。僕の考えた海だと、クマノミや
イソギンチャクがいるところで、⾃由に遊べます。
颯太郎やるいと、カメやジンベイザメの背中に乗って、追

いかけっこもできます。ナマコやウニやヒトデも触ってみた
いです。でも、クラゲは毒があるので触ってはいけません。
海のルールは僕と颯太郎とるいで決まます。
遠くまでは⼀⼈で⾏かない。それはサメとか⼈を咬むイル

カなど危険な⽣き物がいるからです。最近ニュースになって
います。
熱中症を防ぐため、⻑く海に⼊らない。地球温暖化が問題

になっているので、海⽔温も⾼くなっているとおもいます。
イルカはとてもかわいいと思っていました。でも肋⾻を折

る⼤けがをしたり、咬まれた⼈がいるのでストレスがたまっ
ているということです。
僕は、きれいで静かな、透明な海が好きです。海に住んで

いる⿂やクジラたちも僕と同じ気持ちだと思います。
⿂にも、ぼくたちにも安全で楽しく遊べる海にしたいです。






